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1 . 概 略

これは､ 去る200 2 年12 月 に行なわれた､ 第1 回留学生セ ン タ
ー

F D に 関する報告で ある ｡

実際に は､ 元国際交流課長で ある田保橋良民と共同で行 な っ た/もの で あるが ､ 資料 はす べ て

池田 が作成 した ｡ 内容 は､ 2 0 0 2 年1 0 月2 8 日 - 1 1 月 8 日まで の 問池 田 ･ 田保橋 が全学協定校で

ある ドイ ツ マ グデ ブ ル グ ･ オ ッ ト ー フ ォ ン ゲ
ー

リ ッ ク大学を訪問 した ときに収集 した情琴の

報告 にすぎな い が､ 事務職貞と教員が将来 の大学改革の ため にと い う同じ目的で協定校を訪

問､ 情報収集を行い ､ それに つ い て の 報告会を行な っ た こ とに意義がある こ とを断 っ ておき

た い ｡ 言うまで もなく大学を運営 して い く にあた っ て ､ 事務職貞 ･ 教員 の い ずれを欠 い ても

うまく こ と は運 ばな い ｡ しか しなが ら ､ 実際 の大学改革は こ の 両者が協力 し合 っ て実施され

て い るようには見えな い ｡ もちろん それぞれ立場が違うの は当然だが､ どちらの 立場 に立 つ

にせ よ ､ 改善を目指して改革する の で あり､ 池田 ･ 田保橋が行な っ た ような試みは ､ 今はま

だ稀 な こ と で はあるが ､ 今後大学改革を進めて い くうえで は必ず求め られ る べ き方向と い え

よう｡

た だ案 内が急であ っ た こ と などにより ､ 当日 の参加者 が､ セ ン タ
ー

教員を含め てわずか に

15 名程度で あ っ た ことが残念 である ｡

2 .
パ ワ ー ポイン ト資料

次 ペ ー ジ以降を参照｡
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